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医
療
技
術
の
高
度
化
、
高
額
薬
剤
の
保
険
適
用
、
そ
し

て
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
医
療
費
は
依
然
と
し
て
増

え
続
け
て
お
り
、
健
保
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
保
組
合
で
は
多
額
の
納
付

金
を
拠
出
し
て
高
齢
者
の
医
療
を
財
政
的
に
支
え
て
い
ま

す
が
、
そ
の
結
果
、
支
え
る
側
で
あ
る
健
保
組
合
の
財
政

状
態
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
積
立
金
の
取
り
崩
し

や
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
、

中
に
は
解
散
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
い
健
保
組
合
も
あ
る

ほ
ど
で
す
。

　

幸
い
、
当
健
保
組
合
の
平
成
30
年
度
の
医
療
費
は
、
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
予
算
編
成
時
の
見
込
み
よ

り
も
少
な
い
額
で
推
移
し
て
お
り
、
運
営
に
必
要
な
余
裕

資
金
を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
平
成
31
年
度
は
、
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
て
黒
字
の
予

算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
者

医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
が
実
現
し
な
い
限
り
、
先
行
き

は
楽
観
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
介
護
納
付
金
が
増
加

し
て
い
る
た
め
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
平
成
30
年
度
総
収
入
は
予
算
１
、
９
５
１
百
万
円
よ
り

12
百
万
円
少
な
い
１
、
９
３
９
百
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

・
支
出
の
約
半
分
を
占
め
る
医
療
費
が
、
月
ご
と
の
変
動

が
大
き
い
も
の
の
予
算
よ
り
か
な
り
少
な
く
推
移
し
て

お
り
、
総
支
出
は
、
予
算
１
、
４
６
４
百
万
円
よ
り
も

１
４
４
百
万
円
少
な
い
１
、
３
２
０
百
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

・
従
っ
て
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
４
７
３
百
万
円
よ
り

も
15
百
万
円
多
い
４
８
７
百
万
円
を
次
年
度
へ
繰
り
越

す
予
算
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
１
３
１
百
万
円

多
い
６
１
８
百
万
円
を
平
成
31
年
度
へ
繰
り
越
せ
る
見

込
み
で
す
。

・
平
成
28
年
度
に
前
期
高
齢
者
医
療
費
が
急
増
し
た
た
め
、

精
算
年
度
の
平
成
30
年
度
前
期
高
齢
者
納
付
金
で
多
額

の
追
加
徴
収
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
納
付
に
備
え
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
保
険
料
率
を

9
・
4
％
か
ら
9
・
8
％
へ
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
30
年
度
も
保
険
料
率
9
・
8
％
で
運
営
し
ま
し
た
。

・
追
加
徴
収
分
の
納
付
は
平
成
30
年
度
に
終
わ
り
ま
す
の

健
保
を
取
り
巻
く
状
況

平
成
30
年
度
着
地
見
通
し

平
成
31
年
度
保
険
料
率

当
組
合
の
平
成
31
年
度
予
算
が
次
の
と
お
り
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●収入 （千円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

健康保険収入 1,437,788 1,436,089 1,699 
   保険料 1,437,336 1,435,663 1,673 
   国庫負担金収入・他 452 426 26 
繰越金 618,413 472,913 145,500 
調整保険料 20,481 19,301 1,180  
国庫補助金収入 104 105 -1 
財政調整事業交付金 12,000 20,000 -8,000 
雑収入 3,011 2,413 598 

合　計 2,091,797  1,950,821  140,976  

｛

●支出 （千円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

事務費 41,193 38,080 3,113 
保険給付費 784,917 715,502 69,415 
   法定給付費 765,736 700,543 65,193 
   付加給付費 19,181 14,959 4,222 
納付金 500,051 608,359 -108,308 
   前期高齢者納付金 176,198 303,807 -127,609 
   後期高齢者支援金 323,822 298,906 24,916 
   病床転換支援金 2 2 0 
   退職者給付拠出金 29 5,644 -5,615 
保健事業費 83,815 79,566 4,249 
還付金 2 2 0 
営繕費 1,001 2,001 -1,000 
財政調整事業拠出金 20,481 19,301 1,180 
連合会費 965 820 145 
雑支出 200 101 99 
予備費 659,172 487,089 172,083 

合　計 2,091,797 1,950,821 140,976  

｛

｛

予
算
総
額
は
20
億
9
、１
７
９
万
円

平
成
31
年
度
収
支
予
算
の
報
告

平成31年度予算概要〈一般勘定〉

健
康
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
ま
す

介
護
保
険
料
率
は
引
き
上
げ
ま
す



その他
( 調整保険料、国庫補助金収入、
財政調整事業交付金、雑収入 ) 
1.7%

保険給付費　37.5%
　法定給付費　36.6%
　付加給付費　0.9%

納付金　23.9%
　前期高齢者納付金　8.4%
　後期高齢者支援金　15.5%
　病床転換支援金　　0.0%
　退職者給付拠出金　0.0%

事務費　2.0%

その他
( 還付金、営繕費、
財政調整事業拠出金、
連合会費、雑支出、予備費 ) 
32.6%

収入

支出

健康保険収入
68.7%

繰越金
29.6%

保健事業費　4.0%
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で
、
平
成
31
年
度
は
、
単
年
度
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
保
険
料
率
を
9
・
8
％
か
ら
9
・
4
％
に
戻
し
ま
す
。

・
健
康
保
険
組
合
の
資
産
は
、法
定
準
備
金
、任
意
積
立
金
、

支
払
余
裕
金
の
形
で
保
有
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

決
算
時
点
で
は
、
法
定
準
備
金
２
０
０
百
万
円
、
任
意

積
立
金
２
０
５
百
万
円
、
支
払
余
裕
金
４
７
３
百
万
円

で
、
合
計
８
７
８
百
万
円
で
し
た
。
平
成
30
年
度
決
算

時
点
で
は
、
法
定
準
備
金
２
０
０
百
万
円
、
任
意
積
立

金
２
０
５
百
万
円
は
変
わ
ら
ず
、
支
払
余
裕
金
６
１
８

百
万
円
で
、
合
計
１
、
０
２
３
百
万
円
の
見
込
み
で
す
。

平
成
31
年
度
保
険
料
率
を
9
・
4
％
へ
下
げ
た
場
合
の

決
算
時
点
で
は
、
法
定
準
備
金
２
０
０
百
万
円
、
任
意

積
立
金
２
０
５
百
万
円
は
変
わ
ら
ず
、
支
払
余
裕
金
６

５
９
百
万
円
で
、
合
計
１
、
０
６
４
百
万
円
の
見
込
み

で
す
。平
成
31
年
度
決
算
時
点
で
は
、経
常
支
出
合
計
１
、

４
１
１
百
万
円
の
約
９
カ
月
分
程
度
の
資
産
を
保
有
で

き
る
見
込
み
で
す
。

・
平
成
31
年
度
は
、
被
保
険
者
数
３
、
５
４
６
名
、
平
均

標
準
報
酬
月
額
３
３
１
、
６
２
１
円
、
賞
与
総
額
１
、

８
０
９
百
万
円
で
保
険
料
収
入
は
、
１
、
４
３
７
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
の
繰
越
金

６
１
８
百
万
円
を
見
込
ん
で
、
収
入
合
計
２
、
０
９
１

百
万
円
で
す
。

・
平
成
30
年
度
は
、
被
保
険
者
数
３
、
３
４
３
名
、
平
均

標
準
報
酬
月
額
３
３
４
、
６
１
４
円
、
賞
与
総
額
１
、

６
１
９
百
万
円
で
保
険
料
収
入
は
、
１
、
４
３
５
百
万

円
の
予
算
と
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
へ
被
保
険
者
数
の
増

加
等
を
見
込
ん
で
平
成
31
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

・
支
出
は
、保
険
給
付
費
７
８
５
百
万
円
、
納
付
金
５
０
０

百
万
円
、
保
健
事
業
費
84
百
万
円
、
事
務
費
41
百
万
円

な
ど
で
、
不
足
分
を
補
う
た
め
の
予
備
費
と
し
て
６
５

９
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

・
経
常
収
入
支
出
差
引
額
は
プ
ラ
ス
27
百
万
円
で
す
。

・
平
成
30
年
度
着
地
は
、
保
険
料
収
入
６
５
、
４
４
３
千

円（
料
率
1
・
4
％
）
の
と
こ
ろ
納
付
金
支
出
７
０
、
０

４
３
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
不
足
分
は
前
年
度
繰

越
金
と
準
備
金
か
ら
の
繰
入
金
で
補
い
ま
し
た
。
残
金

３
、
５
４
７
千
円
の
う
ち
８
０
０
千
円
を
準
備
金
に
再

度
積
み
立
て
、
残
り
２
、
７
４
７
千
円
を
平
成
31
年
度

へ
繰
り
越
せ
る
見
込
み
で
す
。

・
平
成
31
年
度
介
護
納
付
金
は
、
介
護
給
付
費
の
増
大
傾

向
に
加
え
、
納
付
金
算
定
方
式
が
人
頭
割
か
ら
総
報
酬

割
へ
段
階
的
に
移
行
中
の
た
め
、
前
年
度
比
較
で
約
10

百
万
円
増
加
の
８
０
、
６
３
０
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
現
状
の
保
険
料
率
で
は
、
前
年
度
繰
越
金
や
準

備
金
繰
入
で
補
っ
て
も
足
り
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

・
そ
の
た
め
平
成
31
年
度
保
険
料
率
は
、
単
年
度
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
1
・
4
％
か
ら
1
・
６
４
％
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
健
康
保
険
組
合
と
し
て
は
、
今
後
も
医
療
費
削
減
の

た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
の
促
進
、
医
療
費

通
知
の
実
施
、
レ
セ
プ
ト
点
検
、
被
保
険
者
証
の
検
認（
被

扶
養
者
資
格
確
認
）、
柔
道
整
復
師
療
養
費
適
正
化
、
レ
セ

プ
ト
情
報
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
結
果
に

よ
る
情
報
分
析
を
用
い
て
ハ
イ
リ
ス
ク
群
へ
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
促
す
こ
と
、
な
ど
の
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
生
活
習
慣
病
を

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
た
め
に
は
、
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
第
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
保
険
料
収

入
を
効
率
的
に
活
用
し
て
、
み
な
さ
ま
の
健
康
と
安
心
を

支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

資
産
と
支
払
余
裕
金
の
推
移

平
成
31
年
度
予
算

介
護
保
険

●収入 （千円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

保険料収入 82,097 65,443 16,654 
繰越金 2,747 6,897 -4,150 
繰入金 0 1,300 -1,300 
国庫補助金収入 1 1 0 
雑収入 3 3 0 

合　計 84,848 73,644 11,204 

●支出 （千円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

介護納付金 80,630 69,702 10,928 
還付金 50 50 0 
積立金 0 0 0 
雑支出 2 2 0 
予備費 4,166 3,890 276 

合　計 84,848 73,644 11,204 

予算の割合平成31年度予算概要〈介護勘定〉


